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ー
ズ

が

一
致
し
た
産
学
官
共
同
研
究
を
推
進
す
る
科
学
技
術
振
興

調
整
費

「産
学
官
共
同
の
効
果
的
な
推
進
」
の
充
実

・
強
化

・
産
学
官
連
携
を
推
進
す
る
際
に
不
可
欠
な
各
種
専
門
知
識
を
有
す

る
人
材
を
大
学
等
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
配
置

(平
成

一
六
年
六

月
現
在
一
一

○
名
配
置
)
す
る

「産
学
官
連
携
支
援
事
業
」
の
推

進
や
、
科
学
技
術
振
興
調
整
費

「新
興
分
野
人
材
養
成
」
に
よ
る

大
学

に
お
け
る
知
的
財
産
専
門
人
材
の
養
成
の
た
め
の
専
門

コ
ー

ス
の
設
置
な
ど
を
実
施
す
る
。

○
人
文

・
社
会
科
学
の
振
興

人
文

・
社
会
科
学
は
、
人
々
の
思
索
や
行
動
、
あ
る
い
は
社
会
的

な
諸
現
象
の
分
析

・
考
察
を
通
し
て
、
人
間
の
精
神
生
活
の
基
盤
を

築
き
、
人
々
の
営
み
に
希
望
や
行
動
の
手
掛
か
り
を
与
え
る
と
と
も

に
、
社
会
的
合
意
形
成
や
社
会
的
諸
問
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
も
の

で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
化
が
進
む
中
で
、
特
に
民
族
、
宗
教
、
精

神
生
活
、
社
会
規
範
や
制
度
を
巡
る
問
題
な
ど
、
現
代
社
会
に
お
い

て
人
類
が
直
面
し
て
い
る
様
々
な
問
題
の
解
明
と
対
処
の
た
め
に

は
、
人
文

・
社
会
科
学
の
各
分
野
の
研
究
者
が
協
働
し
て
学
際
的
、

学
融
合
的
に
取
り
組
む
研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
社
会

へ
の
提
言

と
し
て
発
信
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
新
た
な
学
問
分
野
、

領
域
の
開
拓
に
つ
な
が
っ
て
、
我
が
国
の
人
文

・
社
会
科
学
の
活
性

化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
「人
文

・
社
会
科
学
の
振
興
に
つ
い
て
―
二
十

一
世
紀
に

期
待
さ
れ
る
役
割
に
応
え
る
た
め
の
当
面
の
振
興
方
策
―

(報
告
)」

(平
成

一
四
年
六
月

一
一
日
科
学
技
術

・
学
術
審
議
会
学
術
分
科
会
)

に
お
い
て
も
同
様
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立

っ
て
、
基
礎
的
な
分
野
も
含
め
た
各
分

野

・
専
門
分
野
に
携
わ
る
人
々
が
協
働
し
て
取
り
組
む
新
し
い
研
究

の
枠
組
み
と
し
て
、
平
成

一
五
年
度
よ
り
、
「
人
文

・
社
会
科
学
振

興
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究
事
業
」
を
日
本
学
術
振
興
会
を
通
じ
て
実
施

さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
研
究
事
業
委
員
会
の
評
価
に
基
づ
き
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
再
編
、
統
廃
合
を
行

い
、
平
成

一
七
年
度
は
五
領
域

一
七
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

八

国
際
協
力

・
交
流

の
推
進

○
国
際
教
育
協
力
体
制
の
整
備

国
際
社
会
が
途
上
国
に
対
す
る
教
育
分
野
で
の
支
援
を
強
化
す
る

世
界
的
な
潮
流
が
生
ま
れ
て
い
る
中
、
文
部
科
学
省
で
は
、
我
が
国

の
開
発
協
力
の
質
の
向
上
を
図
る
と
共
に
、
そ
の
成
果
を
我
が
国
の

教
育
の
改
善
に
役
立
て
る
た
め
、
以
下
の
施
策
を
重
点
的
に
展
開
し

て
い
る
。

①
初
等
中
等
教
育
分
野
等
の
協
力
強
化
の
た
め
の
「拠
点
シ
ス
テ
ム
」

「拠
点
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
我
が
国
の
教
育
協
力
の
経
験
や
情
報
を

整
備
し
、
教
育
協
力
関
係
者
が
自
由
に
活
用
で
き
る
共
通
し
た
教
育

協
力
モ
デ
ル
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
構
築
す
る
取
組
み
で
あ
る
。
国
際

教
育
協
力
に
実
績
の
あ
る
広
島
大
学
及
び
筑
波
大
学
を
中
核
に
、
大

学
、
N
G
O
、
研
究
所
等
か
ら
な
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
現
在

一
八
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
、
我
が
国

が
豊
富
な
協
力
経
験
を
有
す
る
理
数
科
教
育
や
教
員
研
修
等
の
分

野
、
ま
た
、
国
際
協
力
に
活
用
し
た
経
験
は
浅

い
が
、
我
が
国
の
教

育
経
験

の
活
用
に
よ
る
教
育
協
力
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
幼
児
教

育
、
環
境
教
育
等
の
分
野
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
協
力
経
験
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
整
理

・
蓄
積
し
て
い
る
。
主
力
分
野
で
あ
る
理
数
科
教
育

に
関
し
て
、
そ
の
成
果
は
中
東
や
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
も
活
用
さ
れ
始

め
て
い
る
。

②
大
学
に
お
け
る
国
際
開
発
協
力
を
促
進
す
る
た
め
の

「
国
際
開
発

協
力
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ
ー
」

大
学
に
よ
る
国
際
開
発
協
力

へ
の
取
組
み
、
特
に
契
約
に
基
づ
く

国
際
開
発
協
力
を
推
進
す
る
た
め

「国
際
開
発
協
力
サ
ポ
ー
ト

・
セ

ン
タ
ー
」
事
業
を
平
成

一
五
年
度
か
ら
推
進
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
我
が
国
の
大
学
は
、
教
員

・
研
究
者
の
派
遣
や
研
修
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員
の
受

入
れ
な
ど
、
J
I
C
A
事
業

へ
の
協
力
等
を
通
じ
た
国
際
貢

献
を
行

っ
て
き
た
が
、
国
立
大
学
の
法
人
化
を
機
に
、
大
学
等
教
育

研
究
機
関
と
内
外
の
援
助
機
関

(ま
た
は
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
)

と
の
契
約
に
よ
る
途
上
国

へ
の
国
際
開
発
協
力
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
本
事
業
の

一
環
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
受
託
や
契

約
に
関
す
る
情
報

の
収
集
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、
大
学
と
援
助

機
関
等
と
の
関
係
構
築
や

「国
際
開
発
協
力
の
た
め
の
大
学
等

の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
整
備
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成

一
七
年
度
は
、

国
際
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
受
託
に
適
し
た
学
内
規
則
や
学
内
組
織
の

整
備
等

の
働
き
か
け
及
び
相
談
活
動
、
大
学
に
お
け
る
実
務
能
力
強

化
の
た
め
の
研
修

・
セ
ミ
ナ
ー
の
関
係
、
主
要
協
力
分
野
に
お
け
る

国
際
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
促
進
及
び
大
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
、
大
学
の
実
践
的
な
教
育
研
究
が
推
進
さ

れ
、
ま
た
、
我
が
国
の
知
的
資
源
が

一
層
活
用
さ
れ
、
日
本
の
関
係

者
に
よ
る
開
発
協
力

へ
の
取
組
み
に
対
す
る
国
際
的
な
評
価
が
高
ま

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

(詳
細
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

げ

(

)
国
際
機
関
等
に
勤
務
す
る
邦

人
職
員
に
よ
る
大
学

講
義

と
は
、
国
際
機
関
等
に
勤
務
す
る
邦
人
職
員
が
日

本
の
大
学
の
教
壇
に
立
ち
、
平
和
構
築
、
紛
争
解
決
と
い
っ
た
グ
ロ

ー
バ
ル
な
課
題
に
つ
い
て
、
実
務
家
の
視
点
か
ら
学
生
に
講
義
す
る

こ
と
で
、
国
際
的
な
舞
台
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
も
の

で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
文
部
科
学
省

・
外
務
省
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
大
学

・
邦

人
職
員
に
参
加
の
呼
び
か
け
を
行

い
、
国
際
開
発
協
力
サ
ポ
ー
ト

・

セ
ン
タ
ー

(②
参
照
)
を
通
じ
て
、
こ
う
し
た
取
組
み
に
関
心
の
あ

る
国
際
機
関
等
に
勤
務
す
る
邦
人
職
員
の
方
々
の
登
録
、
大
学
か
ら

の
集
中
講
義
等
の
募
集
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
邦
人
職
員
の
方
々

に
対
す
る
各
大
学

の
募
集
情
報

の
提
供
な
ど
を
行
う
仕
組
み
で
あ

る
。

一
時
帰
国
の
際
の
夏
期
集
中
講
義
や
特
別
講
義
、
更
に
は

一
定

期
間
の
任
期
付
教
員
と
し
て
の
講
義
と
い
っ
た
形
態
に
よ
る
実
践
的

な
教
育
の
提
供
を
期
待
し
て
お
り
、
早
け
れ
ば
来
年
度
か
ら
の
講
義

実
施
を
目
指
し
て
い
る
。
(詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

照
。

)

④
紛
争
終
結
後
の
国
の
教
育
復
興
支
援

紛
争
終
結
後
の
国
づ
く
り
に
お
い
て
、
教
育
が
果
た
す
べ
き
役
割

は
重
要

で
あ
る
。
国
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
教
育
の
再
建

・
復
興

へ

の
支
援

の
た
め
、
教
育
分
野
の
復
興
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

特
に
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
つ
い
て
は
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
関
係

者
が
強
く
要
望
し
て
い
る
よ
う
に
、
し

っ
か
り
と
し
た
公
教
育
シ
ス

テ
ム
の
再
建
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
「教
育
行

政
シ
ス
テ
ム
の
再
建

・
強
化
」
、
「教
員
養
成
シ
ス
テ
ム
の
再
建
」
、

「高
等
教
育
の
復
興
」
、
が
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
し
て
、
大
学

間
交
流
や
J
I
C
A

(国
際
協
力
機
構
)
を
通
じ
た
支
援
を
さ
ら
に

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
教
育
省

へ
の
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
派
遣
、
女
子
教
育
の
振
興
の
た
め
の
指
導
的
女
子
教
育
者
の
研

修
を
J
I
C
A
協
力
の
枠
組
み
に
よ
り
我
が
国
の
女
子
大
学
が
中
心

と
な
っ
て
実
施
す
る
ほ
か
、
東
京
農
工
大
学
と
京
都
大
学
に
よ
る
カ

ブ
ー
ル
大
学
支
援
や
、
東
京
大
学
を
中
心
と
し
て
カ
ブ
ー
ル
医
科
大

学
を
通
じ
た
医
学
教
育
支
援
を
行
う
な
ど
、
高
等
教
育
の
再
建

・
復

興
を
図
る
た
め
、
研
究
者
、
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
我
が
国

の
大
学
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
J
I
C
A
協
力
の

枠
組
み
で
識
字
教
育
や
障
害
児
教
育
分
野
等
の
支
援
も
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

⑤
青
年
海
外
協
力
隊
へ
の
現
職
教
員
の
参
加
促
進

文
部
科
学
省
で
は
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

(J
I
C
A
)

と
連
携
し
て
、
青
年
海
外
協
力
隊

「現
職
教
員
特
別
参
加
制
度
」
を

構
築
し
、
積
極
的
に
現
職
教
員
の
参
加
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
職
の
教
員
が
開
発
途
上
国
に
お
い
て
国
際
教
育
協
力
を
実
践
す

る
こ
と
は
、
自
身

の
貴
重
な
体
験
を
教
育
現
場

に
還
元
で
き
、
ひ
い

て
は
我
が
国
の
教
育
の
質
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

こ
の
制
度
で
は
、
文
部
科
学
省
が
J
I
C
A
に
推
薦
し
た
教
員
は
、

一
次
選
考
が
免
除
さ
れ
、
ま
た
、
派
遣
期
間
を
四
月
か
ら
翌
々
年
の

三
月
ま
で
の
二
年
間

(通
常
二
年
三
か
月
)
と
す
る
な
ど
、
教
員
の

現
職
参
加
促
進
の
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
創

設
以
来
の
三
年
間
で

一
八
三
名
の
現
職
教
員
が
派
遣
さ
れ
、
様
々
な

国
で
活
躍
を
し
て
い
る
。
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○

二
国
間
交
流
の
推
進

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
文
化
協
定
等
に
基
づ
き
、
二
国
間
教

育
交
流
を
推
進
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
日
米
間
に
お
い
て
は
、
日
米
教
育
交
流
計
画

(
フ
ル
ブ

ラ
イ
ト
計
画
)
に
よ
り
、
学
生

・
研
究
者
等
の
交
流
の
た
め
の
分
担

金
を
拠
出
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
平
成
八
年
の
日
米
両
国
首
脳
の

合
意

(「日
米
国
民
交
流
」

の
推
進
の
た
め
の
包
括
的
取
組
み
)
の

一
環
と
し
て
、
米
国
教
員
等
の
我
が
国

へ
の
招

へ
い
、
招
へ
い
米
国

教
員
等

を
受
入
れ
た
地
方
自
治
体

の
教
員
等
が
米
国
を
訪
問
す
る

「
マ
ス
タ
ー

・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」、
こ
れ
ま
で
の
教
員

交
流
等
を
踏
ま
え
て
、
理
科
教
育
の
向
上
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
、

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
行
う

「日
米
理
科
教
育
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

・
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
内
容
と
す
る

「
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト

・
メ
モ
リ
ア
ル

・
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
対
し
、
必
要
な
拠
出
等
を
行

っ
て
い
る
。

○
国
際
機
関
を
通
じ
た
協
力

ユ
ネ

ス
コ

(国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
)
は
、
教
育

・
科

学

・
文
化
の
分
野
に
お
け
る
国
際
協
力
の
促
進
を
通
じ
て
平
和
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
国
連
専
門
機
関
で
あ
る
。

我
が
国
は
、
学
生

・
教
員
等
の
交
流
事
業

へ
の
協
力
、
ア
ジ
ア

・

太
平
洋
地
域
を
中
心
と
し
た
開
発
途
上
国
の
教
育
分
野
へ
の
協
力
、

国
際
的
な
共
同
研
究
や
学
際
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
参
加
、
世
界

遺
産
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
遺
産
の
保
存
協
力
等
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諸

事
業
に
信
託
基
金
の
拠
出
や
専
門
家
の
派
遣
等
を
通
じ
て
積
極
的
に

参
加
し
て
い
る
。

O
E
C
D

(経
済
協
力
開
発
機
構
)
で
は
、

P
I
S
A

(生
徒
の

学
習
到
達
度
調
査
)
を
は
じ
め
、
各
種

の
比
較
分
析
及
び
調
査

・
研

究
な
ど
の
教
育
事
業
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、

日
本
か
ら
も
積
極
的

に
参
加

・協
力
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

教
育
分
野
に
関
し
て
は
、
教
育
委
員
会
と
教
育
研
究

・
革
新
セ
ン

タ
ー

(C
E
R
I
)
を
設
置
し
、
加
盟
各
国
に
お
け
る
教
育
改
革
の

推
進
や
施
策
の
実
践
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
教
育
政
策

の
比
較
分
析
や
調
査

・
研
究
な
ど
の
事
業
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
高

等
教
育
分
野
で
は
、
O
E
C
D
で
取
り
上
げ
る
べ
き
優
先
課
題
で
あ

る
と
の
加
盟
国
間
の
共
通
認
識
の
も
と
、
各
種
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
行

わ
れ
て
い
る
。
我
が
国
と
し
て
も
、
「
ユ
ネ
ス

コ
/
O
E
C
D
共
同

策
定
に
よ
る
国
境
を
越
え
た
高
等
教
育
の
質
保
証
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
、
及
び

「高
等
教
育
政
策
レ
ビ

ュ
ー
」
、
「学
習
科
学
と
脳

研
究
」
な
ど
の
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
O
E
C
D
加
盟
国
の
高
等
教
育
機
関
、
政
府
機
関
等
を
会

員
と
し
た

「高
等
教
育
機
関
の
管
理
に
つ
い
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

(I

M
H
E
)」
に
お
い
て
、
高
等
教
育

の
管
理
運
営

に
関
す
る
情
報

・

知
識
の
交
換
を
行

っ
て
お
り
、
我
が
国
か
ら
も
関
心
の
高

い
大
学

・

機
関
が
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
他
に
、
国
連
大
学
及
び
国
連
大
学
高
等
研
究
所
の
事
業
に
対

す
る
支
援

・
協
力
、
A
P
E
C

(ア
ジ
ア

・
太
平
洋
経
済
協
力
)
の

教
育

・
科
学
分
野
で
の
調
査

・
研
究
事
業

へ
の
参
加

・
協
力
、
A
S

E
M

(
ア
ジ
ア
欧
州
会
合
)
と
の
協
力

・
交
流
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。




